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平成 年 月 日 金曜日

同
様

山 口

「「「

（定期）県 報

「

第 号

「
納別

「「

融
金
定

指
の
県

所
場
付

納
、
関

機

式
（
そ
の
三
）
の
表
を
次
の
よ
う

上
２

法
方
の

て
立

申
服

不

延
た

し
算

計
り

よ
に

１
記

端
の
そ

は
き

と
る

あ
が

滞

に
１

記
上

２

捨
り

切
を

数

あ
が

滞
延

た
し

算
計

り
よ

切
を

数
端

の
そ

は
き

と
る

納
滞

り
お

と
の

記
下

捨
り

面
裏
急

至

り
お
て

つ
な

と

め
納
に

所
場

付
納

の
載

記

納
の

で
関

機
融

金
、

お
な

記
表

。
い
さ

だ

い
つ

に
付

て
つ

な
と

納
滞

り
お

と
の

だ
く
て

め
納

に
所

務
り
お

方
の

て
立

申
服

不
。

い
さ

融
金

定
指

の
県

所
場

付

法 事
税

県
は

又
定

指
、

関
機所

務

記
第
八
号
様
式
（
そ
の
一
）
及
び

し
若
関

機
融

金
理

代
定

指
代
納

収
は

く

に
改
め
る
。

が
額

金
の

金
く

て
て

は
き

と
の

満
未

円

が
額

金
の

金

。
い

さ
だ

く
て
て

は
き

と
の

満
未

円

地
、
で

の
す

ま

。
い

さ
だ

て

。
い

さ
だ

く
て

法
税

方

を
数

日
に

認
確

の
そ

、
は

急
至

、
で

の
す

ま

る
す

要

金
理
代

機
融

金
定

指
の

県

融
金
理

代
納

収
、

関
機

融
機

同
様
式
（
そ
の
二
）
中

又
関
機
融

金
理

促
督

促
督

額
全

の
そ

所
務

事
税
県
は

が
額

全
、
て

捨
り

切
を

、
て

捨
り

切
を

額
全

の
そ

が
額

全

ま
し
促
督
り
よ
に
定

規
の

違
き
行

と
状
本
、
め
た

す

定
指
、
関

合
場
る
な
と
い

は
く
し
若
関
機

融
金

理
代

事
の
納

収
は
く
し
若
関

収

状 状

た
し
託
委
を
務

で
上

以
円

数
端

の
満

未
円

で
上

以
円

り
あ
が 。

数
端

の
満

未
円

納

く
承
了
ご
、

で
の
す
ま

税
県
は
又

関
機
融
金
理
代

ト
ス

ス
ン
エ
ニ
ビ
ン
コ

事

ア

」
に
改」 」」

に
、

」
をに

改
め
、

」
に
、

を め
る
。

」
を

二



平成

第８号様

年 月 日 金曜日

式（その３）（第６条関係）

山 口 県 （定期）報 第 号

（自動車税・一括発付用）

（表）

督 促 状 年度 自動車税

登

納

録番号

期 限

様

年 月 日

左記の

至急裏

なお、

とおり滞納となつておりますの

の規定により督促します。

面記載の納付場所に納めてくだ

金融機関等での納付については

で、地方税法

さい。

、その確認に日数を要す

税

延

額

滞金額 地方税法の規定により

円

計算した額

るため、

さい。

年

本状と行き違いとなる場合があ

月 日

県税事務所長 印

りますので、ご了承くだ

別
記
第
八
号
様
式
（
そ
の
三
）
の
裏
中

三



平成 年 月 日 金曜日

同
様

「「

山 口

「

（定期）県 報

「同
様

「

第 号

「「「

式
（
そ
の
四
）
の
裏
中な

と
納

滞
り

お
と

の
記

表
て
め

納
に

所
務

り
お
て

つ

て
立

申
服

不
。

い
さ

だ
く方
の
て

立
申

服
不

法
方
の

と
納

滞
り

お
と

の
記

下

法

記
面

裏
急
至

り
お

て
つ

な

な

め
納
に

所
場

付
納

の
載

納
の
で

等
関

機
融

金
、

お あ
が

。
い

さ
だ

く

つ
に

付 切
を

数
端

の
そ

は
き

と
る

計
り

よ
に

１
記

上
２

捨
り

き
と

る
あ

が
滞

延
た

し
算

納

捨
り
切

を
数

端
の

そ
は

機
融

金
定

指
の
県

所
場
付

所
務

事
税

県
は
又

、
関

式
（
そ
の
四
）
の
表
中 な

と
納

滞
り

お
と

の
記

表
て
め

納
に

所
務

り
お
て

つ

て
立

申
服

不
。

い
さ

だ
く方
の
て

立
申

服
不

法
方
の

算
計

り
よ

に
１

記
上

２

法

至
、
で

の
す

ま

滞
延

た
し

促
督

機
融

金
定
指

の
県

急

税
方
地

、
で

の
す

ま

促
督

は
て

い

。
い
さ

だ
く

て

法

要
を

数
日

に
認

確
の

そ
、

の
金

。
い

さ
だ
く

て
て

す

が
額

金
く

て
て

は
き

と
の

満
未

円

融
金
理

代
定

指

。
い

さ
だ

ま

融
金

理
代

納
収

、
関

機

定
指

の
県

急
至

、
で

の
す

が
額

金
の

金

機
融

金

指
、
関

は
き

と
の

満
未

円

く
し
若
関
機
融
金

理
代
定

り
よ

に
定

規
の

状 状

収
は

本
、
め
た

る

す
ま
し
促
督

場
る
な
と
い
違
き

行
と

状

、
て

捨
り

切
を

額
全

の
そ

が
額

全事
の
納
収
は
く
し
若

関
機

理
代
定
指
、
関

託
委
を
務

そ

収
は
く
し
若
関
機

融
金

全
、
て

捨
り

切
を

額
全

の
が

額

県
は
又

関
機
融
金
理
代
納

の
す
ま
り
あ
が
合 。

事
税

承
了
ご
、
で

で
上

以
円

ン
コ
た
し

数
端

の
満

未
円

代
納

ア
ト
ス
ス
ン
エ
ニ
ビ

事
税

県
は
又

関
機
融
金
理

で
上

以
円

数
端

の
満

未
円

」
を

」
に
、

」
を

」
に
改
め
、

」」
に
改
め
、

」
を

」
に
、

を

四



平成

別

年 月 日 金曜日

「「「

山 口 県

同
様

「

（定期）報

同
様

「「

第 号

「「

記
第
五
十
一
号
様
式
中
「第

条

上
２

法
方
の

て
立

申
服

不

延
た

し
算

計
り

よ
に

１
記

端
の
そ

は
き

と
る

あ
が

滞

に
１

記
上

２

捨
り

切
を

数

あ
が

滞
延

た
し

算
計

り
よ

切
を

数
端

の
そ

は
き

と
る

定
指

の
県

所
場
付

納

捨
り

記
面

裏
急
至

、
関
機

融
金

な

め
納
に

所
場

付
納

の
載

付
納
の

で
関

機
融

金
、

お

。
い
さ

だ

い
つ

に

式
（
そ
の
五
）
の
裏
中な

と
納

滞
り

お
と

の
記

表
て
め

納
に

所
務

り
お
て

つ

て
立

申
服

不
。

い
さ

だ
く
法

方
の

式
（
そ
の
五
）
の
表
中な

と
納

滞
り

お
と

の
記

下

よ
に

１
記

上
２

り
お

て
つ

る
あ

が
滞

延
た

し
算

計
り

り
切

を
数
端

の
そ

は
き

と

算
計

り
よ

に
１

記
上

２

捨

は
き
と

る
あ

が
滞

延
た

し

付
納

捨
り
切

を
数

端
の

そ

関
機
融

金
定

指
の
県

所
場

所
務

事
税

県
は
又

、

項
３

第
８

の

」
を
「第

の
条

が
額

金
の

金
く

て
て

は
き

と
の

満
未

円

が
額

金
の

金

。
い

さ
だ

く
て
て

は
き

と
の

満
未

円

融
金
理

代
定

指

。
い

さ
だ

て

代
納

収
は

く
し

若
関

機

の
そ
、

は
て

。
い

さ
だ

く

ま

る
す

要
を

数
日

に
認

確

定
指

の
県

急
至

、
で

の
す

の
す

ま

促
督

促
督

機
融

金

額
金

の
金

法
税
方

地
、

で が
く

て
て

は
き

と
の

満
未

円

が
額

金
の

金

。
い

さ
だ

く
て
て

は
き

と
の

満
未

円

融
金
理

代
定

指

。
い

さ
だ

融
金
理

代
納

収
、

関
機

項
３

第
９

」
に
改
め
る
。

、
て

捨
り

切
を

額
全

の
そ

が
額

全

、
て

捨
り

切
を

額
全

の
そ

が
額

全事
税
県
は
又
関
機
融

金
理

き
行

と
状
本
、
め

た

所
務

指
、

関

合
場
る
な
と
い
違

く
し
若
関
機

融
金

理
代
定

り
よ

に
定

規
の

状 状

収
は

を
額

全
の

そ

す
ま
し
促
督

が
額

全
、
て

捨
り

切

、
て

捨
り

切
を

額
全

の
そ

が
額

全事
の
納
収
は
く
し
若

関
機

託
委
を
務

別
記
第
七
十
八
号
様
式
の
注

で
上

以
円

数
端

の
満

未
円

で
上

以
円

ま
り
あ
が

数
端

の
満

未
円

代
納

く
承
了
ご
、

で
の
す

事
税

県
は
又

関
機
融
金
理

。

で
上

以
円

数
端

の
満

未
円

で
上

以
円

ン
コ
た
し

数
端

の
満

未
円

ア
ト
ス
ス
ン
エ
ニ
ビ

」１
中
「

額
税

足
不

」
を
「

額
金

足
不

」
に
、

」
をに

改
め
る
。

」」
を

」」
をに

改
め
、

」
をに

改
め
、

五

」
に
改
め
る
。



平

二

成 年 月 日 金曜日

一二
（
建

第
四一

山 口

（
要

第
二一二

（
計

第
三

（定期）県 報

山（
趣

第
一号行規必

第 号

こ建
第
五
条
第
三
項
本
文
の
報
告
書
の

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

法
第
十
七
条
第
三
項
第
一
号
の

の
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

こ
と
を
知
事
が
適
切
で
あ
る
と
認

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に

条

省
令
第
三
十
三
条
第
一
項
の

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年

要
す
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
建

安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
耐

条

省
令
第
五
条
第
四
項
の
規
則

耐
震
診
断
の
結
果
を
知
事
が
適

撃
に
対
し
て
倒
壊
し
、
若
し
く
は

場
合
そ
の
他
知
事
が
特
に
認
め
る

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

画
の
認
定
の
申
請
の
添
付
書
類
）

条

省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
の

口
県
規
則
第
五
十
四
号

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

旨
）

条

こ
の
規
則
は
、
建
築
物
の
耐

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施

令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十

則
（
平
成
七
年
建
設
省
令
第
二
十

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る

附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日

う
ち
直
近
の
も
の
の
写
し

知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準

る
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
計
画

め
た
者
が
証
す
る
書
類

知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

係
る
認
定
の
申
請
の
添
付
書
類

規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に

法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
二
条

築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

震
診
断
の
結
果
の
報
告
書
の
添

で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ

切
で
あ
る
と
認
め
た
者
が
証
す

崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
又
は

場
合
を
除
く
。
）

知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に

関
す
る
法
律
施
行
細
則

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律

行
に
つ
い
て
、
建
築
物
の
耐
震

九
号
）
及
び
建
築
物
の
耐
震
改

八
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う

。 す
る
。

る
法
律
施
行
細
則
を
こ
こ
に
公

山
口
県
知

書
類

に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
同
項

が
当
該
基
準
に
適
合
し
て
い
る

書
類

）掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を

十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）

付
書
類
）

る
書
類
と
す
る
。

る
書
類
（
地
震
の
震
動
及
び
衝

危
険
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た

書
類

掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
三

改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施

修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行

。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

布
す
る
。

事

山

本

繁
太
郎

く
ま
が
い
眼
科

山
口
県
告
示
第
四
百
四
十
八

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
機

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二

医

療

名

称

く
ろ
い
し
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十

（
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建

２

省
令
附
則
第
三
条
に
お
い

は
、
第
二
条
の
規
定
を
準
用

告

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の

（
区
分
所
有
建
築
物
の
耐
震
改

第
五
条

省
令
第
三
十
七
条
第

一

法
第
二
十
五
条
第
二
項

臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の

附

則

（
施
行
期
日
）

２

省
令
第
三
十
三
条
第
二
項

一

法
第
二
十
二
条
第
二
項

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
建

め
た
者
が
証
す
る
書
類

二

前
項
第
一
号
に
規
定
す

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の

３

省
令
第
三
十
三
条
第
二
項

一

第
一
項
第
一
号
に
規
定

〃

大
字
東
岐
波
二
一
二
九

号
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十

関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ

十
二
日

山
口

機

関

所

在

宇
部
市
大
字
妻
崎
開
作
五
〇
三

五
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
施
行

築
物
の
耐
震
診
断
の
結
果
の
報
告

て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
第
四
項

す
る
。

示

ほ
か
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認

修
の
必
要
性
に
係
る
認
定
の
申
請

一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
書

の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
分

し
て
い
な
い
こ
と
を
知
事
が
適
切

ほ
か
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認

第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は

の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準

築
物
が
当
該
基
準
に
適
合
し
て
い

る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に

の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と

第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は

す
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
同
号

の
一

〃

〃

〃

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医

た
。

県
知
事

山

本

繁
太
郎

廃

止

年

月

日

地
の
一

平
成
二
五
、

八
、
三

す
る
。

書
の
添
付
書
類
）

の
規
則
で
定
め
る
書
類
に
つ
い

め
る
書
類

の
添
付
書
類
）

類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る

所
有
建
築
物
が
同
項
の
国
土
交
通

で
あ
る
と
認
め
た
者
が
証
す
る
書

め
る
書
類

、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
同
項
の

る
こ
と
を
知
事
が
適
切
で
あ
る
と

掲
げ
る
書
類

認
め
る
書
類

、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

に
掲
げ
る
書
類

六

療一 て 。大類 認認

告

示



平成

医
療

長
門

年 月 日 金曜日

医
療

萩
市

セ
ン

萩
市

み
や

ニ
ッ

萩
市

療
所

ほ
り

山 口 県

名
な
わ

く
ろ

く
ま

山
口

（定期）報

あ
い

ひ
か

み
ど

山
生

た
め

第 号

山
口

医
療

萩
市

療
所

ほ
り

医
療

文
京

法
人
岩
見
内
科
医
院

岩
国

市
応
急
診
療
所

長
門

法
人
河
野
医
院

萩
市

国
民
健
康
保
険
須
佐
診
療

タ
ー

〃

休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー

〃

う
ち
内
科
消
化
器
科
ク
リ

ク

〃

国
民
健
康
保
険
佐
々
並
診

〃

い
け
耳
鼻
咽
喉
科

下
松

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日

医

療称

所

た
ク
リ
ニ
ッ
ク

宇
部

い
し
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

が
い
眼
科

〃

嘉
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
口

薬
局

防
府

り
薬
局

岩
国
号

り
薬
局

〃

口
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号

活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次

嘉
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
口

法
人
河
野
医
院

萩
市

国
民
健
康
保
険
佐
々
並
診

〃

い
け
耳
鼻
咽
喉
科

下
松

法
人
岩
見
内
科
医
院

岩
国

台
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

宇
部

市
昭
和
町
一
丁
目
四

市
仙
崎
一
九
八
の
一

大
井
一
七
二
三
の
一

大
字
須
佐
四
五
七
〇
の
五

大
字
椿
三
四
六
〇
の
三

〃

二
七
八
八
の
一

大
字
佐
々
並
二
四
九
三
の
四

市
大
字
末
武
下
四
六
〇
の
二

山
口
県
知

機

関

在

地

市
大
字
沖
ノ
旦
六
八
六
番
一
号

大
字
妻
崎
開
作
五
〇
三
の
一

大
字
東
岐
波
二
一
二
九
の
一

市
嘉
川
一
三
六
〇
の
三

市
八
王
子
一
丁
目
一
二
番
三
号

市
南
岩
国
町
一
丁
目
一
四
番
二

今
津
町
一
丁
目
一
五
番
二
七

第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条

の
と
お
り
指
定
し
た
。

市
嘉
川
一
三
六
〇
の
三

大
井
三
四
四
九

大
字
佐
々
並
二
六
一
七

市
大
字
末
武
下
四
六
〇
の
二

市
元
町
二
丁
目
一
番
一
五
号

市
大
字
中
山
一
一
一
二
の
一
一

〃

〃

六

〃

〃

一

〃

九
、
一
七

〃

一
〇
、

一

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

事

山

本

繁
太
郎

指

定

年

月

日

平
成
二
五
、
一
一
、

一

〃

九
、

〃

〃

〃

〃

〃

一
〇
、

〃

〃

〃

〃

七

〃

〃

〃

号

〃

〃

〃

の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の

〃

九
、
三
〇

〃

〃

一
六

〃

〃

三
〇

〃

〃

〃

〃

一
〇
、

五

〃

九
、
三
〇

で
、
字
せ
川
二
六
六
八
の
一

六
七
二
の
二
か
ら
二
六
七
二

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予

周
南
市
大
字
鹿
野
中
字
奥

る
。
）
、
三
二
三
の
四
、
字

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

〇
ま
で
、
六
四
二
の
二
、
字

に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

六
四
三
の
一
六
、
字
湯
高
本

か
ら
一
八
六
九
ま
で
、
二
六

七
一
の
一
、
二
六
七
一
の
三

山
口
県
告
示
第
四
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二

指
定
訪
問
看
護
事
業
者

名

称

主
た
る
事

の
所
在
地

企
業
組
合
こ
こ
ろ

大
島

大
島
郡
周

町
大
字
椋

八
の
八

医
療
法
人
泰
誠
会
文
京
台
デ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

公
園
通
り
歯
科

み
き
薬
局
宇
部
店

さ
く
ら
薬
局

み
ど
り
薬
局

ひ
か
り
薬
局

、
字
堂
ケ
谷
二
六
七
二
の
一
（
次

の
四
ま
で
、
字
東
松
ケ
原
二
六
七

定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

西
平
三
二
三
の
二
、
三
二
三

笹
ケ
段
三
二
四
・
字
奥
東
平
三
二

、
字
立
山
ケ
浴
五
八
九
か
ら
五
九

大
浴
六
〇
九
・
六
一
〇
の
二
・
六

字
長
尾
六
一
二
か
ら
六
一
四
ま
で

浴
東
平
六
四
四
の
二
、
六
四
四
の

七
三
の
一
、
二
六
七
三
の
二
、
字

か
ら
二
六
七
一
の
一
〇
ま
で
、
三

律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三

林
水
産
大
臣
か
ら
保
安
林
の
指
定

た
。

十
二
日

山
口

号等

訪
問
看
護
ス
テ
ー

務
所

名

称

所

防
大
島

野
二
〇

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
こ
こ
ろ
大

島

大町八

宇
部
市
大
字
中
山
一
一
一
二
の

山
陽
小
野
田
市
千
代
町
一
丁
目

六
号

宇
部
市
大
字
沖
ノ
旦
六
八
四
の

萩
市
大
井
一
七
二
三
の
一
一

岩
国
市
今
津
町
一
丁
目
一
五
番

〃

南
岩
国
町
一
丁
目
一
四

七

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

四
の
二
、
字
飯
ノ
山
内
水
温
二
六

の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

五
の
二
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次

七
ま
で
、
字
帆
柱
五
九
八
か
ら
六

一
一
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の

、
字
湯
高
本
浴
西
平
六
四
三
の
二

二
一
、
大
字
巣
山
字

谷
一
八
六

上
清
涼
寺
一
九
三
七
の
二
一
、
二

八
三
五
の
一
か
ら
三
八
三
五
の
三

条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す

県
知
事

山

本

繁
太
郎

シ
ョ
ン
等

指
定
年
月
日

在

地

島
郡
周
防
大
島

大
字
椋
野
二
〇

の
八

平
成
二
五
、

一
〇
、

一
一

〃

〃

八
番
二

〃

〃

七

〃

一
一
、

〃

九
、

二
七
号

〃

一
〇
、

番
二
七

〃

〃

二七 限の〇図、六六ま 第る 一 〃〃〃〃〃〃



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 金曜日

産
部

一
一四

二

山 口

三

（定期）県 報

まに一三〇六
二

第 号

六六二六字の一六十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
印
刷

十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
発
行

土
砂
の
流
出
の
防
備

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り

森
林
整
備
課
及
び
周
南
市
経
済
産

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係

周
南
市
大
字
大
向
字
中
尾
四
七
三

、
四
七
九
の
二
、
四
八
〇
の
二
、

八
九
の
二
、
四
九
一
、
四
九
二
の

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

次
の
と
お
り
と
す
る
。

で
、
二
七
〇
一
の
一
・
二
七
〇
一

限
る
。
）
、
二
七
〇
三
か
ら
二
七

四
、
二
七
一
五
、
二
七
一
六
の

、
二
七
二
五
か
ら
二
七
二
七
ま
で

の
一
、
字
長
尾
谷
三
一
五
一
の
一

（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

、
二
六
七
八
（
次
の
図
に
示
す
部

七
九
・
字
飯
ノ
山
内
浴
田
二
六
八

六
八
二
、
字
飯
ノ
山
二
六
八
一
の

八
一
の
三
、
三
八
五
〇
（
次
の
図

飯
ノ
山
吸
谷
尾
二
六
八
四
（
次
の

一
か
ら
二
六
八
六
の
三
ま
で
、
二

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

九
七
ま
で
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口

」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及

業
部
農
林
課
に
備
え
置
い
て
縦

る
保
安
林
の
所
在
場
所

、
字
大
杉
谷
四
七
四
、
四
七
六

四
八
二
の
二
、
四
八
七
の
二
、

二
、
字
柳
ケ
浴
四
九
四
の
一
、

め
な
い
。

と
が
で
き
る
立
木
は
、
周
南
市

と
お
り
と
す
る
。

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

の
二
・
二
七
〇
二
（
以
上
三
筆

〇
五
ま
で
、
二
七
〇
七
か
ら
二

一
、
字
田
ノ
向
二
七
一
七
の
一
、

、
字
松
原
二
七
二
八
か
ら
二
七

、
三
一
五
一
の
三
・
字
西
深
山

示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
荒

分
に
限
る
。
）
、
二
六
八
〇
、

一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の

一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

六
八
七
、
二
六
八
八
、
字
尾
崎

示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
六

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。

県

庁

県
知
事

び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水

覧
に
供
す
る
。
）

か
ら
四
七
八
ま
で
、
四
七
九
の

四
八
八
の
二
、
四
八
九
の
一
、

四
九
七
、
四
九
八
の
三

森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分

七
一
一
ま
で
、
字
上
ノ
原
二
七

字
片
山
二
七
二
二
、
二
七
二

三
一
ま
で
、
字
東
深
山
三
一
五

三
一
五
一
の
四
・
三
一
五
一
の

神
川
三
八
四
六

字
飯
ノ
山
水
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業
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立
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伐
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伐
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採
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期
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の
も
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伐
採
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伐
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す
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縦
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す
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で
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す
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。
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植
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